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この春休みにぜひ見てみたい天体の見つけ方、楽しみ方を紹介します。

この時期は、冬と春の星、両方が観察できます。まずは、冬の代表オリ
ざ ほく と しち せい

オン座と春の代表北斗七星のあたりの星をわかりやすく解説します。
わ く せ い

また、夕方の空の惑星もおもしろいです。金星、火星、木星の動き

がおもしろく、観察が難しい水星も２８日ごろから見つけるチャンスがあ

ります。

さらにプラネタリウムでは、こうした星たちの未来の見え方や、肉眼で

は見えない天体の話題など、もりだくさんで楽しみましょう。

冬の星はオリオン座を中心に 春の星は北斗七星から伸ばして確認

オリオン座をめあてに★印で示した７つの１等星をすべてチェックし

ましょう。また北斗七星から「春の大曲線」も確認しましょう（図１）。
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春休みの天体観察

図１．３月１９日夜９時の空の様子。西には冬の星、東には春の星が見える図１．３月１９日夜９時の空の様子。西には冬の星、東には春の星が見える
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夕方の惑星の動き クラブの前から見てみよう 金星、木星、水星

図２は、６時３０分の西の空の

惑星と月の様子です。３月１５日

から４月２日まで、１日おきの惑星

と月の場所をステラナビゲータと

いうＰＣのアプリで描いてみました。

図の中の３／１５などは日付で、

そのときに線の先にある天体の

場所を示しました。３月２４日に

は月と金星が近づき、３月２８日

には水星と木星が近づきます。

水星は見つけにくいのですが、見

つけるチャンスです。金星と木星

は毎日だんだん離れていきま

す。金星と木星はとても明るいの

ですぐにわかりますから、本当に

こんな風に見えるのか、ぜひチェ

ックしてみましょう。

わたなべ よしや（科学館学芸員）

■３月のクラブ■

３月１９日（日） １０：１０ ～ １０：４５ごろ
◆集 合：プラネタリウムホール（地下１階）

９：３０～９：５５の間に来てください

◆もちもの：会員手帳・会員バッジ
◆内 容：１０：１０～１０：４５ プラネタリウム「春休みの天体観察」見学
・途中からは入れません。ちこくしないように来てください。

・プラネタリウムは、一般の方と一緒に見学していただきます。ご家族の方も、
観覧券をご購入のうえご覧いただけます（※満席の場合はご覧いただけません）。
・１２月のクラブでは、「てんじ場たんけん」は行いません。

※変更等がある場合があります。

クラブ当日についての詳細は、科学館公式ホームページのお知らせ欄
(ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／)または右の２次元コードよりご確認ください。
また、科学館の最新情報も合わせて科学館公式ホームページにてご確認を
お願いします。

図２．６時３０分の西空の惑星の位置図２．６時３０分の西空の惑星の位置
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